
鯨
鯉
繍
藩論

、灘餌
叢

第+
猷

巻

勒朋
乳轟頸

輪
珊

珊
覗

労

賃

の
輕

濟

的

及

ひ
道

徳

的

性

質

(
こ

…
...法
學
博
士

酒

の
政

府

專

賞

と

公

益

.…

…

…
・・…
…
…
.…
法
學
博
士

鎌

倉

時

代

の
家

族

制

度

(
三
)
・・…
-
.…
…
…
:
..文
學
博
士

明

治

の
米

偵

調

節

(六
Y
.…
…
・・…

-
…
…
・・…
.法

學

士

経

済

學

不

進

歩

の
原

因

に
就

き

て

-
…
・・…
..法

學

士

所

得

税

均

等

貢

捲

の

理

想

乏

實

現

三

、
迄

.注

學

士

時

事

閤
麗
麗

現
代

方

便

生

活

と
肚

會

の
問

題

.

地稚

組
跡

職
後

の
濁
逸

の
勢

働

市

場

…
…
…
.

諸

国

行

政

統

計

書

の
梗

概

二

)....

手

形

交

換

所

制

反

論

(二
Y
.・..

…
法
學
博
士

…
・…
法
學
博
士

…
法
學
博
士

…
…
:
注

學

士

田

島

錦

治

神

戸

正

雄

三

浦

周

行

本

庄

榮

治

郎

石

川

興

二

汐

見

三

郎

戸

田

海

市

山

本

美

越
乃

財

部

静

治

大
.森

研

造

㌦一_」___._..～



論

説

所
得
醗
均
等
頁
塘
の
理
想
ざ
實
現
(二
、完
〕

第
十
巻

(第
四
號

七
〇
)

五
二
四

所
得
税
均
等
負
櫓
の
理
想
ε
實
現
.

第

一

序

言

第

二

所
得
税
の
均
等
頁
櫓

の
原
則

第

三

所
得
税
の
均
等
貢
憺

の
方
法

第
四
.
我
國
匹
於
げ
ろ
所
得
の
分
配
状
態

第
五

所
　得
税
法
改
正
案
の
内
容

第
六

・
結

論

一
前
號
掲

一
本
疑
載

(
二

、
出
兀
)
.

汐

見

三

郎

第
四

我
国
に
お
け
る
所
得
の
分
配
状
態

ラ↑

.

所
得
税
の
均
等
負
捲

の
原
則
及
び
其
方
法
は
委
細
説
明
し
た
通
り
で
あ
る
。
極

め
て
抽
象
的

で
は
あ
る
が
、
所

得

の
限
界
敷
居
の
差
異
を
主
事

べ
き
場
合
を
所
得

の
量
質
に
就
き
述

べ
、
是
に
黝
し
大
鎧
如
何
な
る
方
針
を
探

る

も

ろ

へ

も

も

カ

も

や

コ

い

ち

カ

リ

リ

ら

カ

ネ

ヤ

ヤ

の
が
財
政
畢

の
根
本
観
念
に
合
す

る
か
を
明
に
し
起
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
現
今
我
国
に
於
て
所
得

の
分
配
は
事
實

{勾

か
ツ
で
か
か
ポ
・
撫
言
慰
慰
現
徹
げ
狂
配
卿
荒
聖
響
が
が
ゲ
否
グ
、
朔
型
、
貯
溜
、
財
産
動
勢
欝
欝
⑳
ゴ
騨

」



,

ノ

」

ぬ

ヘ

ミ

ヤ

リ

リ

も

へ

も

あ

カ

し

カ

も

も

や

ロ

ち

ヘ

ヤ

も

も

や

あ

し

や

し

う

　

り

も

も

の

し

あ

も

も

つ

わ

し

し

得
の
分
布
状
態
如
何
、
生
活
最
低
費
は
幾
何
迄
上
れ
り
や
。
こ
れ
凡
て
具
膿
的
統
計
的

に
調

べ
ね
ば
な
ら

隙
重
大

研

　

ヤ

ヵ

た

エ

も

へ

る

。
る
凄

で
あ
る
.
此
問
題
が
蟹

せ
ら
れ
て
始
め
て
覆

視
逢

罰

す
る
批
製

出
凍
る
馨

あ
。
て
笙

鋼

の
大
前
提
は
此
小
前
提

に
依
り
生
き
る
の
で
あ
る
。矢
張
り
前
例

に
徴
ひ
先
づ
第

一
に
所
得

の
量

の
問
題
を
論
じ
、

劒

次
に
質
の
問
題
に
移
る
の
順
序
を
探

っ
た
。

喋
.

歯
釜

馨

嘗
別

海

筆

課

常謬

憲

馨

霧

奪

い奪

.購

、講
館
熱
論
凶賊
蠣
鍔
縷
翻離籍
羅
騨
欝

際欝
鍵

郷
錫箔

ゲ
粉
留
に
研
究
『
だ
げ
耐
か
ポ
。
、

,

訟　
ラ

・
行
所
鑑

法
・
韓

を
三
種
・
分
量

・
勢

簗

馨

法
・
欝

・
て
る
・
か
・
個
人
所
得
・
大
小
・

翻

り

へ

あ

も

ヒ

　

も

を

へ

も

あ

も

し

も

カ

セ

へ

も

ヘ

ヤ

も

も

り

り

正
確
に
知

る
事
は
殆
ん
ご
不
可
能
に
近

い
。
然
し
第
三
種
所
得
即
ち
第

一
種
(法
人
の
所
得

)第
二
種

(公
債
祉
債

甚
幽

翠

)
豪

蠹

毒

曇

で
奮

恥
寒

蜜

薫

豪

家
・
第
三
種
所
璽

蟄

進
課
税
の
必
要
上
所
得
金
額
を
+
四
段
に
分
ち
更
に
千
圓
以
下
に
於
て
二
種
⑳
控
除
査
定
を
し
て
み
る
か
ら
都
合

鵬
醐麟

十
五
の
所
得
階
級
に
塵
別
す
る
事
が
出
來
る
。
主
税
局
年
報
書
は
此
十
五
階
級
に
納
税
者
及
び
同
居
家
族
の
所
得

む

　

を
配
分
し
て
み
る
。
然
る
に
所
得
階
級
な
る
者
は
同
居
家
族

の
所
得
を
戸
主

の
所
得

に
合
箕
し
て
計
算
し
た
総
額

高
究

む

む

　

む

む

む

　

ロ

.

な
乃

に
反

し
、
其

に
割
當

て
ら
れ

て
る

る
納
税
者
敷

な

る
も

の
は

同
居
家
族
戸
主

の
凡

て
を
個

別
的

に
計

算

し
た

鋤

論

説

所
得
税
均
等
頁
掬
⑱
理
想
ε
喪
鏡
(二
、完
)

第
十
巻

(第
四
號

七
こ

五
二
五

¶



r

講

説

所
得
税
均
等
買
摺
の
理
想
ピ
實
現
(二
、完
)

第
十
巻

(第
四
號
,
七
二
)

五
二
六

ボ
齪
で
あ

る
か
ら
、
此
統
計
は
其
儘
で
は
鯨
力
役
に
立
忙
な
い
の
で
あ

る
。
例

へ
ば
戸
主
が
千
四
百
圓
、
二
人

の

同
居
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
五
百
圓
六
百
圓
の
所
得
を
有
す

る
時
は
、
合
算
す

る
`
二
千
五
百
圓
ε
な
る
か
ら
、
統
計
表

で
は
二
千
圓
乃
至
三
千
圓

の
階
段
に
納
税
者
激
三
人
内
同
居
家
族
二
人
な
る
敷
字
を
得
る
事
`
な
る
。
實
は
五
百

圓
乃
至
七
百
圓
の
所
得
者
二
人
千
圓
乃
至
二
千
圓
の
所
得
者

一
人
な
る
に
過
ぎ
な

い
の
が
、
穂
孕
瞥
見
す
る
て
二

千
圓
痔
至
三
千
圓

の
所
得
を
受
く
る
人
が
三
人
も
あ
る
標
に
思
は
れ
る
。
注
意
し
な
い
ε
大
受
な
誤
を
控
室
る
。

も

た

も

も

　

ゆ

カ

も

ヘ

カ

へ

も

　

も

も

　

も

も

ヘ

ヤ

も

セ

も

ご
れ
高
野
情
士
が
魏

人
員
に
依
ら
巽

爵

し
余
が
魯

魏

戸
奨

魏

岩
盤

吉

同
居
家
族
諏
を
減
す
)

も

へ

あ

も

ら

も

も

も

も
　

ド

を
扱

つ
π
所
以
で
あ
る
。
、

大
正
七
年
度

に
於

て
第
三
種
所
得
税
を
納
め
て
み
る
人
員
は
細
計
百
萬
人
に
上
b
即
ち
全
人
口
五
千
六
百
萬
人

中

の

一
・八

一
%
を
占

め
て
み
る
。更

に
戸
敷
に
就

て
見

る
に
、
納
税
戸
敷
は
七
十
七
萬
戸
で
あ
っ
て
現
住
戸
敷
千

四
十
六
萬
戸
の
七
・四
五
%

の
割
合
.で
あ

る
。
所
得
金
額
は
十
徳
八
千
七
百
⊥
ハ
+
萬
圓
(第
四
條
五

の
控
除
を
な
さ

中
)
で
あ
る
か
ら
所
得
税
額
六
千
百
七
十
萬
圓
ご
対
照
す
る
ε
卒
均
挽
牽
千
分
の
五
十
六

に
當
る
の
で
あ
る
。

ゴ
α
谷

・套

ゴ
丞
ゴ
謬

堺

徐
饗

葛

か
、黙

ひ
律

妙
偲

酔
客

霧

で
穿

ポ
、
更
に
進

ん
で
大
所
得
を
有
す
る
戸
数

ご
中
小
所
得
盾
の
戸
鍬
ε
は
如
何
な
る
割
合
を
占

め
て
み
る
か
を
知
る
爲
め
,
次
の

統
計
を
作
響

咤

御
客

暮

露

雰

掌

扉

終

酬
階

罫

弁

架

鑑

謬

ネ

最
初
の
階
段

の
二
百
圓
が
終

の
方
で
は
十
萬
圓
ε
な
る
始
末
で
あ
る
か
ら
、
高
野
博
⊥
⊥
の
取
扱
方

の
外

に
術

団
巳
。

の
方
法
を

併
用

し
以
て
此
鉄
黙
を
補

っ
た
。
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ρ

,

覧

i舞1　
を

納
税
戸
鍛

　三四〇
、
四
六
眉
戸

一
八
六
、
〇
九
四

一
莞

、
茜

五

四
「一
δ

「大

毛

、
乗

四

.

内
君

四
目

六
、
ロ
　=

三
、弐

心

、

、

、

メ

百
圓
當

ウ
納
税
戸
殿

く

ぼ

巧
O
、「喜
一一孟
口
戸

、 一 六
一 四 五 二

、.、 、 、 、

遭 量器纏 量
・茜豊8語 呂 畳

、 計 舌 苔
起 蕊 昌 昌_

　糠 謬1
一納
税
戸
数
さ一、暑
四
戸
.

三

聖
ゼ
耳
】

量

一「

二
酉
三
】「
全

ゼ
莞

、四
合

　
百
圓
當

リ
納
税
戸
駁
}三一.
四
く
戸

=

・
空

.

三
・
査

一
・
芙

0
・E
四

〇
・
三?

)

?

闘

、然
し
此
統
計
で
は
、
覆

鉢

昼

も
重
ん
塞

ぎ

蟹

が
替

て
る
る
郭

學
欝

見
地
よ
り
す
れ
繕

不
充
分
た
る
の
識

を
見
れ
無
い
。

例

へ
ば

一
萬
九
千
九
百
圓
か
ら
二
萬
圓
の
間
の
所
得
を
有
す
る
戸
数
が

三

一
・

四
八
あ
る
の
に
、
二
萬
圓
か
ら
二
萬
百
圓
迄
の
所
得
戸
数

は
俄

に
減

じ
て

=

・九

一
ε
な
り
、
其
が
三
萬
圓
迄
続

き
、
叉
三
萬
圓
乃
至
三
萬
百
圓

に
於
て
三
・六
五
戸
に
激
減
す
る
ε
云
ふ
不
自
然
な
結
果
を
生
す
る
か
ら
で
あ
る
。

脚
上
側
ね
⑳
か
潤

を
搬
肘
ザ
か
翻
暫
σ
弾
配
牌
蟹
ゼ
摺
切
貯
炭
影
引
ポ
ビ
が
荊
充
ダ
で
み
ポ
珊
を
酸
好
い
だ
。
.

共
電

霞

欝

黙

・療

握

露

羅

を
形
容

創

建

穿

穿

・
醗

が
多
少
舞

に
渡
る
か
も

知
れ
澱
が
重
要
な
る
問
題

で
あ
る
か
ら
立
ち
入

っ
て
研
究
し
だ

い
力

雛
繍
を
助
㍗
厨
紳
鶴
か
野
数
、
樹
練
を
以
℃
忠
恕
以
上
げ
肝
徴
を
愛
い
樹
か
興
細
蟹
似
勤
数
を
帝
か
聯
④

屹

欝

蕪

谿

谷

鯵

豫

芳

養

線
鼻

e
写

穿

・
黒

・い懇

勢

奪

穿

・
此
盟

關
係
を

式
で
示
す

ご
次
の
如
く
に
な
る
.、

x
は

】
定
の
所
得
額
N
は
此
所
得
額
以
よ
の
所
得
を
受
く
る
人
員
の
総
数
で
あ

る
。
A
ビ
α
ご
は
各
　趾
會

の
實
際
に
就
き
算
定
せ
ら

る
べ
き
数
字
で
あ
る
。

論

説

馨

税
均
等
羅

の
憲

養

現
三

、完
)
.

筆

巻

(第
四
號

セ
三
)・

五
二
七
.

と

23)主 現 局 第 四 十五 回統 計'串報 書(大 正 七 年 度)16 .所 得税 表其 一、Ilg頁 、

「



、

'

論

説

肌
縫

均
醤

奮

理
級
長

現
三

・白π
)

箏

春

雷

號

七
里

五
二
八

冥
n
雛

。
二

。
『・2
11
屠

〉
一
.巳
。
筏

「

　
此
場
合
苦

線
が
横
軸
脇

↓
て
・
す
傾
・
馨

一孚

所
の
・
籍

に
時
ご
所
ご
に
依
魂

適
適

途

遮

。

α
の
大
小

に
依
り
其
時
、
「

つ

て
、
其

砒
會

其
時

代

に
於

け
る
富

の
不
孝

等

の
程
度

は

α
に
反

比
例
す

る
の
で
あ

る

謝・響

野
饗
纂

寒

気

蕎
ポ
妻

帯
、
謬

露
.か
禦
客
窓
惣
馨

ぬ

あ

ヤ

へ
　

あ

へ

る

所

以

で

あ

る

。

旨

。
o
茜

は

、

≦

お

口
q

の

提

供

せ

七

材

料

を

用

ひ

東

プ

η

シ

ヤ

(。
・・
高
、・①
・
い切①
⇒
)

ε

ラ

イ

ソ

ーフ

ソ

ド

(}みゴ
。
一口
一霜
割
窪
)

あ

所
得
分
配
を
研
究
し
、
充

〇
二
病

於
け
る
而
國

2

、・
薯

線
を
引
落

を
前
者

に
就
き

二

八
四
二
讐

ヒ

於
て
は

一
●
三
五
九
ε
計
算
し
て
ゐ
・
砺
輩

界

・

・、　

・・
線
を
紹
盆

ら
れ
し
篁

人
糞

堕
高
麗

士

は

コ

明
治
三
十

⊥ハ
年

の
第
三
種
所
得

税

の
材
料

に
基

き

以
を

一
・八

八

ご

計

算
し
」
次

の
式
を
得
ら

れ
た
。

一〇
鵬
客
H
戸
O
・①
①
H
ト
ー
戸・Q
go
一〇ぴq
×

.

鮮
馨

観
巽
啓
蟄

堺

霧
統
計
墨

輝
馨

撃

・蚤

警
霧
審
塾

げ
肝
響

ガ

で

る

カ

も

や

め

も

あ

で

へ

ぬ
　
も

ろ

有
す

る
網
納
税
戸
激
を
N
に
て
示
し

一〇
σq
客
π
δ
・bっ
①
O
一
〇
②
ー
ド
密
靹
O
亀。
一慮
×

を
徹
だ
か
畑
か
ボ
。
.高
田
學
士
が
N
を
以
て
納
税
人
員
組
激
を
示
さ
れ
立
に
黝
し
余
が
納
税
戸
撒
を
用

ひ
穴
吻
は

我
が
主
税
局
統
計
年
報
書
の
特
殊

の
分
類
方
法
よ
り
生
す
る
誤
謬
を
避
け
窪

し
血
の
で
あ

っ
て
已
に
説
明
し
た

通
b

で
あ

る
。
・更

に
之

を
圖
表

で
示

す

ご
次

の
様
な
關

係

に
な

右
。

根
本
材
料
を
異
に
し
蒼

究
を
無
舞

に
暗
所
の
異
・
場
會

比
較
す
る
の
は
不
確
賓
で
惚

叛

兎
に
角
、

24)FJE灘 灘 羅 灘 懲 懲
Bureaus.1～)04)
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logX
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昌
コ

邑

盟

=
ロ

留

置

昌
ロ

匿

習

雪

辱 多

、
嘆

、N

所
得
税
均
等
責
請

の
理
想
ご
買
撹
(
二
」完
)

を

一
・
五
九
五

九
三
と
算
定
し

投

の
で
あ
る
か

ち
、
敢
て
大
膳

.

な
る
結
論
を
下

　

へ

ち

せ
ぱ

「
我
国

の
.

も

い

も

カ

へ

も

富

の
分
配
は
漸

も

へ

　

も

へ

し

く
不
卒
等
に
な

コ

ヤ

へ

も

カ

吻

つ

＼

あ

る

。

も

し

カ

い

も

し

こ
れ
恰
も
農
業

リ

セ

も

い

も

も

國
が
商
工
業
國

も

た

も

も

リ

カ

に
移
ら
ん
こ
す

も

も

ミ

も

ゆ

た

る
過
渡
の
情
勢

う

ヘ

ロ
ヘ

ロ

カ

ち

ド

の

反

影

で

あ
.

る
」

ε
云
ぶ
事

が
山
衆

る
。
何

故

な
ら

ば

α
が

、

第
+
巻

(第
四
號

七
五
}

玉
二
九
.
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.

論

説

所
得
婁

等
轟

の
理
想
善

良
三

、{兀)

筆

含

(欝

號
.

美

)
.
五
三
α

明
治
三
十
六
年
の
夫
よ
り
小
で
あ
る
か
ら
、
又
プ
ワ
シ
ヤ
の
統
計
蓬
対
照
す
る
時
α
は
極
端
な
る
農
業
地
方
た
る

甫
ハプ
ロ
シ
ヤ
と
極
端
な
る
商
工
業
地
中力
の
ラ
イ
ン
ラ
ン
ド
ε
の
中
間
に
在
る
か
ら
。

此
公
式
は
.、
高
田
學
士
の
反
復
説
明
せ
ら
れ
た
様
に
統
計
の
激
へ
る
縄
験
事
實
よ
り
蹄
納
し
て
得
た
者
で
あ
乃

が
・
今
度
は
泌
い
此
分
力
お
い
漁
繕
い
か
舞
殿
伽
所
得
弛
酷
卿
降
神
を
粋
細
い
調
奮
か
か
事
か
い
だ
。
厭
桿
稗
か

勤
鼎
か
都
聴
脚
多
望
⑳
訟
む
か
を
を
勢
剃
螺
ゼ
ポ
・
腕
骨
創
齢
四
隣
階
を
削
酊
ダ

鮒
ぺ
礎
f
配
尉
)贈
蹴
徹
を
射

測
蹉
達
観
倥
(戸
数
を
逆
維
線
か
瀞
か
)を
興
べ
御
を
融
然

無

む
ゲ
じ
で
、
慶
P
此
轡
形
黙
を
献
ゲ
醗
み
ゲ
ピ
云

ヤ

ゐ

へ

ち

ヘ

ヤ

ノ

ふ

べ
き
で
あ
る
。
紙
面
の
都
合
上
最
高
二
萬
圓
に
止
む
つ

一

嘗
該
金
額
以
上

所
得
金
額

の
所
得
た
有
す

る
納
税
戸
鍛

キ

く
メ

肌
8
円

九晃

、五翌

月

一
、
O
O
り

三
〇
D
、
八
く
カ

一
、
ヨ
口
口

一
五
七
、
五
三
E

二
、
0
0
0

九
六
ご
百
旦

巳
、
五
〇
ロ

六
九
、ゼ
「
六

三
、
〔
0
0

E
二
、
一
一
四

耳
、罵
ロ
〇

四
〇
、
君
田
九

四
、
〔
…00

見
二
、九
二
八

凹
、暇
日
O

二
七
、
一天
五

五
、
O
O
O

一至

δ
六
二

弧
、
鳳
0
0

「
力
犬

0
(

所

得

金

額

く五〇〇
1

一
、
O
ロ
0
円

一
、
O
O
O
一

一
、
五
〕
ロ

一
、
五
日
O
i

二
、
0
口
O

】一、
0
0
0
1
二
、E
口
0
.

一一、
ヨ
ロ
O
I

三
、
0
0
0

三
、
O
O
O
I

=
、
瓢
0
0

亘
、
輩
0
0
1
四
、
O
ロ
〇

四
、
O
O
O
l・
四
、
五
〇
〇

四
、
五
〇
〇
1

五
、
O
O
O

・

五
、
O
O
O
一

五
、乱
O
O

玉
、
玉
ロ
0
一
六
、
O
O
O

ワ

常
識
金
額
の

所
得
た
有
す

る
納
税
戸
数

　六〇八
、
大
穴
穴
戸

一
四
三
、三
五
四

六
「一、三
智三

「天

、四
倉

一
望

杏

二

一
一、==
ハ五

月

へ
一=

五
、{璽

四
、一三
三

巨
、一蕊
四

串
、垂
弐

1

嘗
試
金
額
以

上

所
得
金
額

の
所
得

恐
有
す

、
る
納
税
戸
巌

ぎ
.

}

一
〇
、玉
O
ロ
胃

七
、
〇
五
七
戸

一
.
、
0
0
0

六
、蕊
五
二

=

、
五
〇
ロ

六
』

⊆
〔

=

、
0
0
0

五
、
七
〇
冒「

,=
一、
五
〇
〇

玉
璽
西
雪

.

一
　一
、
O
O
O
.

E
、
O
£

三

、§

四
、叢

酋

、
0
8

、

四
、
四
毘

一
四
、
五
〇
〇

四
」
=
内

一草
、
0
0
n

三
、
ヵ
カ
四

三

、
五
〇
〇

.三
、
七
距
O

り

、當
該
金
額
の

所
得
剤
有
す

所

得

金

額

.

ろ納穏戸数.

ー

-
～5
邑

弔

一
〇
、五
〇
ロ
ー

=

、
0
0
0
円

=

δ

0
0
.1

=

、
E
O
O

四
四
湘

=

、
五
〇
口
-

一三
、
8

0

咀
Q
O

ご
「、
O
O
O
I

ご
「、
五
〇
〇
.

三
六
〇

一
=
、吾

0
⊥

三
δ
。
〇

三
茜
.

;
一δ
0
0
1
一三
、風
口〇

二
曲

三
、吾

0
⊥

四
、8
0

昌
棄

一四
δ
8

⊥

四
、吾

0

=
盟

丙

吾

。
⊥

五
、〔8

三

=

一
五
δ

O
O
一

一
五
、
置
0
ロ

ニ
〔
圏

一
五
、
五
〇
〇
一
一
六
、
ロ
O
O

一(
む

'

隔



昌

六
δ
。
。

宍
、吾

〇

七
、
08

七
、吾
O

八
δ

ロO

A
、五
9

湘
δ
O
O

九
£

8

お

δ
8

、

、

石
、
曹

蓋
、
一耐
ニ

ヨ
、
四合

三

δ
茜

一〇
、
(窒

九
、
(
八
八

九
.
P
茶

人
、
一天
O

ゼ
、
穴
」
九

、

、

、

洲

六
δ

8

一

六
詮

8

六
、五
ロ
0
一

七
、
0
8

ゼ
δ

0
0
1
竺

吾

0

質

五
8

一
〈
δ

8

八
、
ロ
0
0
1

(
、
吾

0

〈
、吾

O
I
伽
δ

8

九
δ

8

一

湘
、
吾

〇

九
、五
〇
〇
⊥

O
δ

O
ロ

.

一
〇
、
0
0
0
⊥

0
、
五
〇
〇

ρ

、

、

、

二
δ
天

一
、大
空

一
、
四
〇
六

一
、
一会

一
、
8

亀

八
凶三

七
昊

六
三

暑

一「

、

、

一
六
、
8

0

一
六
、
吾

0

石

δ

8

喜

、
吾

〇

一
(
δ

0
0

天

、
吾

O

一
九
δ
0
0

充

、
言

口

ニ
0
δ

0
0

、

、

冒夷

〇
工

芸

四
号

「
2
三

胃
一、ご
三

=、突

六

】
…、
(
五
(

】
一、蟹

九

二
、
穴
二
く

「
一、職
一三

、

冥

、。
8

⊥

大
、吾

。

茶

盆
8

一

一七
δ
8

【七
δ
00
一
;

、吾

0

一甘
苦

O
一
天

δ
00

一
八
δ
0
0
ー

ズ

、吾

〇

一
八
、五
〇
〇
1

一九
δ
8

晃

δ
ロ

ー

冗

、吾

0

.

.晃

、『
0
0
一
二
〇
、0
8

一

た

ヤ

も

も

し

り

ヤ

カ

カ

う

も

も

も
ほ

た

へ

め

へ

も

カ

や

も

も

ゐ

む

所
得
金
額
を
横
線
に
て
示
し
、
納
税
戸
敷
を
縫
線
に
`
b
連
続
線
を
書
式
時
は

く
=
冨

の
所
謂
J
型
の
分
配
歌

り

あ

セ

も

や

マ

サ

ち

あ

ミ

へ

ら

マ

カ

も

も

へ

も

い

も

し

も

や

も

も

も

り

セ

コ

へ

　

へ

し

も

や

ら

ロ

も

も

ヤ
　

も

態
が
窺
は
れ
る
が
、
更
に
此
圖
表
の
方
向
を
轄
じ
高
さ
を
以
て
所
得
金
額
横
幅
を
以
て
納
税
戸
敷
を
示
す
ε
我
國

し

た

り

　

も

あ

へ

も

う

ギ

レ

も

ヘ

コ

も

あ

ヵ

カ

も

ヤ

.

現
代

の
所
得
分
配

の
金
字
塔
が
現
出
す
る
の
で
あ

る
。
其

一
小
部
分
を
圖
表

に
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

助

實

に

ご
p
×
に
「

の
形
容
せ
し
如
く
山
頂
は
魏
.然
こ
し
て
天
に
沖
し
て
み
る
、
こ
れ
少
激

の
入
の
み
が
大
所
得
を

擁
し
て
み
る
事
を
示
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
鹿
野
は
限
り
無
く
廣
い
、
實
に
多
激

の
中
小
所
得
者
が
塔

の
礎
に
脆
.

い
て
る
る
の
で
あ
る
。
所
得
分
配
の
歌
呪
は
能
く
世
相
塗
穿

っ
て
る
る
、
聾
者
は
之
に
　肛
會
金
字
塔

の
名
を
附
し

て

み
る
が
實
に
味
ふ

べ
き
言
外
の
意
味
が
あ
る
。

う

ヤ

も

コ

ヘ

ヘ

へ

も

も

も

ち

も

や

や

カ

し

も

も

し

た

ヵ

ヤ

リ

へ

ち

や

カ

も

ヤ

も

も

も

た

も

へ

も

も

い

も

も

も

統
計
に
撮
b
て
考
ふ
る
に
、
所
得
金
額

の
大
小
に
依
る
限
界
敷
用

の
高
下
が
所
得
税
納
税
者
の
所
得
中
に
存
在

も

サ

ち
　

ら

た

ヤ

カ

セ

っ

ロ

で

も

も

ヘ

ヤ

ヵ

も

も

や

つ

コ

ら

も
　

セ

も

へ

も

も

も

や

ヒ

コ

も

ヵ

も

　ハ
　

ヘ

ヘ

ヤ

い

も

せ
る
事
は
、
動
か
し
難
き
事
實

ε
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
く
て
累
進
税
の
根
擦
は
明
白
に
實
議
せ
ら
れ
た
の
で
あ

親

。

O

論

ρ
説

所
「得
種
均
等
賛
櫓

の
琿
想
ε
實
.現
(
二
」完
)

.

.第

十
巻
.
A
第
四
號

」
七
七
)
.
五
三

「
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た

,

一昌(

次
に
所
得

の
質

の
問
題
に
移
ら
う
。

第
一
暑

ふ
ぺ
葭

募

肺
欝

諜

で
あ
る
・
顯

か
慕

い
蒔

露

寒

を
・露

酌
撃

陣
㌍
威

蘇

酔
興
募

霧

宏

。山「蜜

・囲み

砕
藩

ぜ
お

で
鄭

、
勢

脾
翠

慰

所
掌

響

異
、慰

器

つ

も

で

ヤ

サ

コ

ち

セ

ぼ

カ

ヤ

ヤ

も

コ

も

や

　

も

も

ヤ

ヤ

ぬ

ね

も

ヘ

ロ

リ

ぬ

も

も

コ

も

も

で

も

セ

ヵ

へ

勤
勢
共
働
所
得
を
加

へ
以
上
三
所
得
を
匠
刑
す
る
事
は
、
近
世
国
家
に
於

て
肝
要
な
る
分
類
で
あ
る
。

我
国

の
所
得
税
統
計
中
第
三
種
所
得
種
類
別
表
は
、
第
三
種
所
得

の
課
税
物
件
た
る
所
得
を
田
畑
、
貸
宅
地
貸

家
、
山
林
伐
採
、
原
野
其
他

の
土
地
、
鑛
業
、
敬
養
業
及
探
取
集
、
貸
金
預
金
其
他

の
利
子
、
諸
給
與
、
俸
給
給

料
手
當
硫
費
、
商
業
、
工
業
、
庶
業
、
鱒
力
、
其
他
の
十
四
に
大
別
し
て
み
る
。
.其
中
庶
業
所
得
ε
云
ふ
の
は
繋

終
止
・
讐
町

縦
書
工
専
印
南
職
業
者
の
所
得
で
あ
る
か
ら
動
勢
所
得
篇

b
、
其
他
の
所
得
は
貸
座
敷
藝
妓
湯

メ

セ

り

い

ロ

コ

ら

も

し

つ

も

あ

ぬ

　

あ

も

も

う

ヤ

へ

も

屋
理
髪
等
が
其
主
な
る
者
な
を
故
各
所
得
を
含
ん
で
み
る
。
今
財
産
所
得

ご
し
て
田
畑
中
の
小
作
、
貸
宅
地
及
貸

窄

罫

詰

軍

鯉

審

馨

蕎

罫

ぞ
朗
町
碧

賦
へ
、
勢

慰

書

謬

馨

料
謬

整

、
認

絆
興
・
脚
業
・
勢
か
⑳
殴
穂
・
跡
蔚
動
勢
井
励
肝
勧
か
い
窟
貯
燭
噌
⑳
酔
伶
、
降
棟
便
撫
、
鍛
業
、
鞭
費
風
撫
恥

警

要

・
r
券

押
蓼

寒

・.婁

雰

慰

碁

所
穆

寡

レ
界

べ
・
之
罫

悪

意

終

審

℃

》

、

、

、

、

、

、

、

、

、

㍗
.
t

謝

あ
て
は
め
次

の
如
き
結
果
を
得

た
。

財
産
所
得

勤
野
所
得

・
.
.

、

財
産
動
労
共
働
所
得

　

リ

コ

　

　

メ

小

作

料

西
(
、翌

O
、
[晃

円

俸

給

、給

料

、手

當

、歳

費

三
(
、
七窒

、三
肩

田

畑

芭

δ
量

、二
茜

冊

峯

捜

察
.

き

著
べ
　(

諸

給

血
.

酋
、註

、套

山
林
伐
採

里
、。四　、昊

原
野
其
他
土
地

`
.

署
島
国
、
P果

.
庶

傑

量

(　葦

、眉
三

鍍
.
.

ら
.粟

嶋
、呂
量
、
全
(

勧

説

所
得
碗
均
等
頁
櫓
の
理
想

定
贈
鮎
筆
工
、兜
)

第
十
巻

(第
四
號

七
九
)
.

五
三
三

28)主 税局第四十五回涜計年報書(大 正七年度)】.8・第三種所得類別表、138-140頁:



、

詮

既

所
得
撹
均
等
資
撫
の
理
想
ピ
賢
導
(二
、完
)

錠
金
拍
蚕

其
他
の
利
子

果
£
〇
二
、三
四
四円
.

勢

力

其
他

の
所
得

力
、委

て
萱
四

其
他

の
所
得

合

.

計

画

灘

噛

二畳

、莞

、
茗
二
円

「
δ
〈
誓
六
町=
、〈
蚤
円

財

産

所

得

一
一七
%

計

第

+
侶

閂「
四
目旺
、心
弛
「円

六
、四
腰

、(
天

「窒

、莫

穴
、「壱
都
門

動
勢

所
得

「
八
%

(第
四
號
'

八
0
)

牧
養
及
採
取
業

商

業

工

,

業

其
他
の
所
得

.

計

五
三
四一

憲
、(
心
0
、三
四
六
円

三
具

、
一天
㌣
美

二

一9
「、
昌(
六
、内
葦

究

、亜

昌
、
三
(

.

五
九
餐
=冒昊

、三
△
匹田

.

財
産
動
勢
共
働
所
得
五
五
%

然
し
考

へ
ね
ば
な
ら
鴻
の
は
此
等
の
所
得

の
外
に
第

一
種
第
【
.一種

の
所
得
が
残

っ
て
み
る
事
で
あ
ぢ
。
嘗
て
町

ゆ

-

田
學
士
は
北
極

の
研
究
を
試

み
第

一
種
厨
得
を
大
禮
商
工
業
會
肚

の
所
得
ε
定
め
ら
れ
た
が
、
余
は
職
業
別
よ
b

　

も
寧
ろ
所
得
の
階
級
別
を
目
的
ε
し
て
み
る
か
ら
更
に
之
を
甲
乙
二
種
に
分
つ
た
。
第

一
種
所
得
中
甲
は
合
名
曾

祉

及
び
合
資
會
肚

で
あ
る
か
ら
財
産
動
勢
共
働
の
所
得

ε
見
る
事
が
出
來
る
が
、
乙
ば
株
式
會
肚
株
式
合
資
會
肚

で
あ
る
か
ら
寧

ろ
財
産
所
得
ご
す
る
の
が
適
當
で
あ

る
。
第
二
種
所
得
は
地
方
債
肚
債

の
利
子
な
る
故
純
然
た
る

財
産
所
得
ε
す

べ
き
で
あ
る
。
街
財
産
厨
得
ε
し
て
は
其
他
に
所
得
税
を
免
除
せ
ら
れ
て
る
る
國
債
の
利
子
を
含

り

し

　

た

つ

も

や

も

コ

マ

ヤ

ヒ

も

あ

ヘ

ミ

も

カ

も

し

し

も

ヘ

セ

ヤ

ら

い

カ

コ

も

ヤ

も

カ

も

し

カ

ま

ね
ば
な
ら
の
。
結
局
財
産
所
得
ご
し
て
は
.第
三
種
所
得

に
属
.す
る
上
記
の
者
以
外
に
第

一
種
乙
所
得
第
二
種
所

も

ヵ

コ
　

も

も

ぬ

マ

ヤ
　

も

も

な

ら

も

も

も

し

へ

も

や

へ

も

も

も

り

も

コ

も

も

も

り

も

や

も

マ

へ

も

や

ヒ

も

も

し

マ

得
及
び
免
除
せ
ら
れ
て
る
る
國
債
の
利
子
を
敷

へ
ね
ば
な
ら
源
。
財
産
動
勢
共
働
所
得
`
し
て
は
左
記
第
三
種
所

も

マ

ヤ

ヘ

ヤ

ヘ

ヘ

や

し

ヘ

カ

も

も

や

あ

ヘ

ヤ

エ

ヘ

カ

へ

も

も

も

ヤ

へ
　

カ

も

あ

も

も

ロ

も

も

マ

も

り

も

で

も

ヤ

得

の
分
の
外
に
第

一
種
甲
所
得
を
含
ま
し
む
る
必
要
が
あ
る
。
動
勢
所
得
は
第
三
種
に
厨
す

る
分
の
み
で
あ
る
。

、

、

、

、

、

、

為

、

、

、

、

、

、

、

覧

、

、

、

、

、

.、

、

、

、

、

、

、

、

、

㌃

噛

、

、

、

、

鋤

大
正
七
年

の
統
計

に
撮
り
、
財
産
、
動
勢
、
財
産
勤
弊
共
働
の
三
所
得
を
匿

捌
し
次
の
結
果
を
得
た
α

財
産
所
得

動
勢
所
得

財
産
勤
労
共
働
所
得

　

　

ノ

　

　
　

リ

ト

リ

涕

三
種
所
得

三
雲
、暑
力
、
…豊
偶

第

三
樋
所
得

一盞
、七
爽

、↑一老
円

第
三
種

所
得

尭
六
、
三弐

三
金
柑
.

29>町 田學士、本邦所得類別の研究(統計集誌、第四百二十號、lo5弓[3頁)

30)国 債統計年報(大 正七年度)、第四五衷、国債利子支憐額、其一、49頁、
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第
一
種
乙
所
得

第
二
種
所
得

國
債
の
利
子

計

七
茉

、美

E
£
0
「

四八
、　;
三
δ
杢

輩

δ
老

、老
恥

一、
一四
ゼ
、四
四
四
、昌
一五
円

「

計

策

「
種
甲

所
得

一
三

δ
忌

、≒一発

甕

、菱

、霜

眉
.

計

六九
七
、三
豊

、六
合

円

合

計

『
〇
四
〇
、五
く
四
・垂

ハ
円

内

課

財
産
所
得

美
%

動
勢
所
得

苔
%

財
産
動
勢
芸
備
能
州
得

冒一四
%

所

得

税

法

で

は

　
概

に

所

得

ε

云

っ
て

も

、

其

間

か

く

著

も

ヘ

ヘ

マ

へ

め

　

も

や

ぬ

へ

も

へ

し

い
差
が
存
し
て
み
る
。
沖
.其
自
身
が
.資
本
た
る
動
勢
所
得

も

ヘ

モ

へ

で

へ

も

も

も

も

へ

(Φ
曽
Hコ
①
飢

。
.
団コ
α
F
附叶.一。
二
、
一コ
〔
。
ヨ
①
)

`

寝

て

居

る

問

に

金

が

子

を

へ

り

も

レ

リ

コ

も

も

　

も

へ

も

生

む

財

産

所

得

(例一コ
①"
Hロ
。
往

。
.
】四
.三

口
。
。
9
ω
)
・し

は

、

金

額

は

同

　

あ

モ

ち

ロ

モ

へ

も

も

し
　

つ

も

や

も

ヘ

ヘ

ヒ

ヒ

や

ち

モ

ヘ

ヤ

ー
で
も
其
限
界
飲
用
は
異
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
動
勢
所

モ

へ

も

む

マ

へ

あ

も

も

も

ヤ

ヘ

へ

ち

,
得

輕

課
論

の
獲
生

す

る
研
…以

で
あ

る
。

む

　

む

む

既
得
の
質
の
問
題

ご
し
て
第
二
に
考
ふ

べ
ぎ
は
生
活
必
要

む費

の
夫
で
あ
る
。
本
問
題
は
消
費
経
済
學

の
扱
ふ
所
で
あ
る

が
此
方
面
の
研
究

の
頗
る
幼
稚
な
る
現
歌

に
在

っ
て
は
解
決
が
頗

る
困
難
で
あ
る
。
問
題
は
自
ら
二
に
分
れ
る
、

ゆ

　

む

り

ゆ

つ

む

　

　

む

　

　

じ

ロ

む

む

む

む

「
は
通
常
入

の
最
低
生
活
費
、
二
は
扶
養
家
族
を
有
す
る
特
殊
人
の
最
低
生
活
費
で
み

る
。

.

森
本
博
士
は
大
正
二
年
の
東
京

の

一
戸

の
最
少
生
存
費

再
認

〉
げ
邑
⊆
8
ω冨
・
匿
冠

亀

[オ
冒
包

を
二
百
圓
、
七
年

論

説

所
得
税
均
等
貢
旛
の
理
想
こ
貿
易
(二
、完
)
.

第
†
巻

(第
四
號

入
ご

五
三
五



論

説

所
縫

均
等
員
櫓

の
理
想
ミ
實
現
三

、完
)

第
+
巻

(第
四
號

八
二
)

、五
三
六

の
夫

を
四

百
五

十
圓
こ

し
、
共

匪
下

の
所

得
者
を
貧
民

の
下

の
下

(旨

旨
m蔓

℃。・・
ξ
)
ε
呼
ん

で
ゐ
ら

れ

る
。

大
正

恥X

、鴛

嘱

難

藁

舘

誰

耐準

舞

鶴

驚

雛

振
ごな
。て
雛

東

京

林
葬

'
講

怯
繋
.

同
上
錘

鷲

指
)
.
同
上
蜂

導

指
)

融

　　難

熱
熱
　纈購鞭
　欝

轟

'

灘
鐸
麟
闘織
懲
羅
献騨
鱗
鰹
蛸
賛
擁
n周畿

儲

艶

扁

る
人
に
は
其
以
上
を
差
引
か
　

ら
ぬ
.
試
に
老
者
幼
者
の
一
家
當
り
季
均
人
数
を
調
。
次

粛
灘

　
+　
識

嶽

人　顎

轟

戴

∴
葭

戸轟

新

羅
　

　

き

大

正

二

孚

末

一(
、璽

、
奏

ミ

垂

、=
。

四
、書

、胃芙

=
三
、量

三
、容

四
.

=
八
、=査

、四
四
八

力
、芸

、
異

=
.四

=
9九

3

3

3
・



や

も

し

カ

た

ち

り

も

セ

お

へ

も

ぬ

も

コ

し

や

も

も

も

ら

う

も

も

し

も

ぬ

も

も

へ

し

ヵ

も

や

セ

も

も

ロ

も

も

り

物
償
騰
貴

の
折
柄
不
生
産
者
を
牛
均
一
.「人
乃
至
三
人
も
養

ふ
事
は
可
な
り
の
苦
痛
で
あ
る
。
通
常
人
の
最
低
生

ヘ

ヘ

カ

つ

り

あ

エ

も

も

リ

ヤ

ヤ

ヘ

ヤ

も

め

い

ち

も

も

ヤ

も

マ

し

も

つ

　

へ

も

ヘ

ヵ

も

ヤ

も

ミ

活
費
冤
除
以
外
に
此
等
特
殊
事
情
を
斟
酌
す
る
の
が
限
界
飲
用
を
均
等
に
す
る
所
以
で
あ
る
。

第
.五

所

得

税
法

改

正

案

の
内
容

,

.

↓

窄

-

、

、

、

、

、

、

U

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

し

、

、

、

、

、

、

、

、

か

く

て

大

前

提

に

於

て

個

人

経

済

の

所

得

の

限

界

敷

用

を

不

孝

等

な

り

ε

假

足

し

て

建

設

し

た

る

議

論

を

ぱ

、

も

も

し

も

コ

　

ロ

も

マ

モ

ゐ

も

や

ヤ

も

ヘ

ロ

つ

セ

つ

や

を

マ

も

り

へ

も

も

し

へ

も

ヘ

カ

ヘ

や

小
前
提
た

る
我
国
現
職
の
所
得
の
分
配
状
態
に
あ
て
は
め
る
ご
、
適
切
に
事
實
を
穿

っ
て
み
る
。
今
や
躊
躇
す

べ

き
の
時
で
は
無

い
。
国
家
は
、
其
肚
會
政
策
的
理
想
を
實
現
す
る
最
も
有
力
な
る
手
段
こ
し
て
、
所
得
税
の
均
等

負
推
の
方
法
を
講

ぜ
ね
ば
な
ら

楓
。

恰
も
政
府
は
所
得
税
注
改
正
案
を
具
し
今
期
議
會
に
臨
み
、
以
て
宿
年

の
懸
案
帝
解
決
せ
ん
と

し

て

み

る
。

ヤ

も

も

ヤ

マ

ヘ

へ

あ

ヵ

ヤ

も

ヤ

も

ヘ

ヘ

マ

も

も

へ

も

ヵ

マ

も

ヤ

ヤ

ヤ

へ

も

ヨ

ゆ

も

へ

も

し

も

へ

ち

ね

も

ら

へ

本
改
正
案

の
重
心
は
、

一
は
法
人
肪
得
の
源
泉
課
税
の
塵
止
で
あ

っ
て
、
他
は
均
等
負
捲
の
原
則
の
實
現
で
あ
る
。

勿
論
改
正
の
動
機
は
歳
入
増
牧
な
る
純
財
政
的
理
由
に
出
で
た
る
も
の
た
る
毛
頭
疑
を
容
れ
な

い
、
而
も
此
財
政

的
目
的
を
達
成
す
る
の
前
提

ε
し
て
は
是
非
共
租
税
の
耐
曾
的
原
則
を
顧
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
は
、
實
、

鋤

に
時
勢
の
鍵
で
あ
る
。
就
中
法
人
所
得
の
源
湶
課
税
を
磨
し
た
の
は
普
遍

の
原
則
に
最
も
適
切
で
あ
る
。
然
し
余

し

ヤ

で

も

ワ

へ

も

や

へ

も

も

　

ロ

も

も

り

も

も

も

も

カ

ヘ

マ

し

の
中

15
問
題
は
專
ら
雫
等
の
原
則
で
あ
る
か
ら
、
寧

ろ
改
正
案

の
第

二
の
重
心
だ
る
均
等
負
捲

の
主
張
の
み
を
扱

も

ヘ

ヘ

カ

ヤ

ふ
事
.ε
す

る
。

改
正
案

は
第

一
に
所

得

の
量
を
基
準

こ
し
て
均
等
質

権

の
實
を
擧
げ

ん

ξ
努

め

て
み
る
。
累
進

税

の
改

正
即
ち

論

説

所
得
税
均
等
貢
櫓
の
理
想
ピ
實
現
(二
、完
)

第
十
巻

(第
四
號

八
三
)

五
三
七

臥)A.Wagner,Finanzwissenschaft.II.2AuHag¢.S.204-215・



、
.

,

論

説

所
得
醗
均
煙
責
櫓
の
理
想
定
實
現
(二
、完
)

、

第
十
巻

(第
四
號

八
四
}

五
三
入

是
で
あ
る
。
第

二
は
所
縁
の
質
に
依
b
年
算
の
原
則
を
實
現
せ
ん
ε
し
て
み
る
。
所
得
源

に
閲
し
て
は
動
勢
所
得

輕
課
を
改
め
所
得
使
用

の
目
的
の
黙
で
は
課
税
最
低
限
を
高
め
加
ふ
る
に
特
殊

の
.家
族
事
情
を
参
酌

し
て
み
る
。

、

、

、

、

塾

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

門

、

、

勘

、

、

、

、

、

、

、

、

以
下
順
を
追
ひ
累
進
税
牽
、
動
勢
所
得
輕
課
、
課
税
最
低
限
引
上
、
老
幼
不
具
者

の
斟
酌
に
就
き
改
正
案

の
骨

　

つ

あ

も

エ

マ
　

ヘ

へ

う

エ

マ

ヘ

コ

ヘ

ヘ

ヤ

ヘ

マ

セ

モ

ロ

ヤ

へ

む

子
を
述

べ
、
各
項
目
に
關
し
簡
単
な
る
批
評
を
加

へ
た
の
で
め
る
。

ラニ

累
進
税
傘
は
可
な
り
古

い
歴
史
を
有
し
て
み
る
。
明
治
二
十
年
の
五
等
級
分
幼
稚
な
累
進

に
次
ぎ
、
三
ナ
ニ
年

に
は
可
な
り
複
雑
な
る
累
進
率
が
定
め
ら

れ
な
。
其
後
三
十
七

八
年

の
二
回
の
非
常
・特
別
税
法
に
依
り
多
少
の
改.

'正
を
加

へ
ら
れ
た
が
、
.大
正
二
年
に
至
り
始
め
て
超
過
額
累
進

の
制
を
入
れ
、
七
年
之

に
多
少
の
修

正
を
加

へ
今

日
に
及
ん
で
み
る
。

.

.

.

累
進

の
技
術
は
、
現
行
法
が
最
も
進
歩
し
て
み
る
か
ら
、
改
正
法
案
を
專
ら
之
ご
比
較
論
評
し
た
。

累
進
に
就
き
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
濁
立
攣
敷
た
る
所
得
金
額

の
刻
み
方
ざ
、
従
属
愛
敷
だ
る
税
率

の
刻

産

み
方

の
二
黙

で
あ

る
。

ロ

む

む

ゆ

　

　

む

む

.

先

づ
所
得

金
額

の
刻

み
方

を
調

べ
よ
う
。
改

正
法
案

で
は
。
.⊥八
百

圓

よ
b
八
百
萬
圓
迄

を

二
十
四
階
段

に
刻

み

其

間
隔

は
二
百
圓
(2
)五
百
圓

(2
)千

圓
↑

)二
千
圓
(2
)
三
千
圓

ハ↓

五
千

圓

(2
二

萬
圓

(-
)
二
萬

圓

(-
)
五
萬
園

丁

}十
萬
圓

(-
V三
十
萬
圓

↑

)五
十

萬
圓
(↓

百
萬
圓

(7
)X
圓
(-
)
の

十
四
種

で
あ

る
。

こ
れ
現
行

法
が
、
五
百
圓

よ
b

二
十

萬
圓
迄
を
十

五
階
段

に
分
ち

、
二
百
園
丁

)三
百
圓

(↓

千

圓
(2
)二
千
圓

(2
)三
千
圓

〔↓

五
千
圓
(2
二

萬
圓

(2
)
二
萬
圓
(↓

三
富
園

丁

)十
萬
圓

(↓

X
圓
(↓

の
十

}
種

〔控

除
査

定
を
も
敷

ふ
V
に
刻

め
る

に
比

し
多
少



・

「

複
雑
で
め
る
が
、
法
人
源
泉
課
税
腹
止
に
伸

ふ
結
果
で
あ

っ
て
當
然

の
事
で
あ
る
。

　

む

む

ロ
　

　

む
　
　

ロ

次

に
視
牽

の
進

み
方

を
見

る
事

ε
す

る
。

現
行

法
が

千
分
の
三
十
よ
b

千

分
の
三
百

に
至
る
迄

を

一
〇
%

(-
V

,一
五
%

(呂
)二
〇
%

(3
)二
五
%

(5
)三
〇
%

(↓

の
差

で
進

め
る

に
反

し
、
改
正

法
案

で
は
最
低
百

分
の

一
よ
り
最

高
百

分
の
五
十
迄
を

○
.五

%
(2
こ

%
(↓

二
%
(12
)
三

%
(8
)
の
差

に
刻

ん
で
み

る
。
.此

黙
は
小
所
得
者

輕
課
大

所

得
者

重
課

の
理
想
を
實
現

し
た
も

の
ぎ

し
て
政

府

の
大

に
誇

る
所

で
あ

る
が
、
是

に
は
種

々

の
條
件

を
券
ふ

る

を
要

し
俄

に
最

低
千
分

の
三

†
を
百
分
の

一
に
切
下

げ

最
高

千
分

の
三

百
を
百

分

の
五

十

に
引
上

げ
た
こ
.解
す

る

を
得
な

い
の
.で
あ

る
。

、

改
.正
法
案

の
税
率

を
現
行

法
に
比
較
す

る
に
當
り

、

二
三

の
事
情

を
注
意

せ
ね
ば

な

ら
ぬ
。
凋
立
箋
敷

た

る
所

得
金
轡

從
膳
攣
激
た
る
挽
車
・あ

關
係
を
定

め
ね
ば
な
ら
ぬ
事
が

;

、
何

れ
も
超
巡
額
累
進
な
る
が
故
に
本

當

の
視
率

に
引
直
し
比
較
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
が

一
つ
、
最
後

に
現
行
法
で
は
第
三
種
所
得
金
額
七
百
圓
以
下
の
聴

は
百
五
十
圓
を
千
圓
以
単
な

る
時
は
百
圓
を
控
除
し
残
額
に
課
視
せ
乃
が
、
改
正
法
案

で
は
全
く
之
が
無
く
な

つ

な
事
で
あ

る
。

結
局
な
る
べ
く
精
細
に
所
得
全
額
を
匪

分
し
現
行
法
及
び
改
正
法
案
の
税
額
を
計
算
し
比
較
す

る
の
が
最
も
適

切
な
る
方
法
で
あ
る
。
然
し
紙
面

の
都
合
上
弦
で
は
改
正
法
案

の
定
む
る
階
段
を
襲
用
し
其
切
れ
目
無
に
双
方

の

税
額
及
び
實
際

の
挽
蛮
・を
計
算
し
比
較
を
試
み
π
に
過

ぎ
な

い
。

も

コ

ワ

　

　

ト

獲
鰭
廉
掘
鱗

%曜
叢
講

講

円叢

翅犠
講
謝

%

(
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〈

盲

三
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誉
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、
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八
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実
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、四
吾

=
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一
、8

0

=

=

=
栢

=
省

§

、
8
0
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六
、
三
内

=
一三

夷

・四
吾

一「豊

論

説

所
得
税
均
等
員
循

の
理
想
ε
實
現
(二
、完
)

、

第

十
巻

{
第
四
號

八
五
)

五
三
九

圧

「
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層

論

説

所
得
税
均
等
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の
理
想
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實
現
一
二
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七
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δ
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δ
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δ
8
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円
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'
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者
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内
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天一冗四五

五
八
話
.
空δ
ゼ
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円
心
〇
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五
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六
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四
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〇
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二
、
一〇
〇

　
、合

0

若
君
8
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%
三
五
四
=

五
三
六
二

、
整九
二
δ
五
三
6
五
四

第

十
巻

(第
四
號

八
六
)

五
四

〇

一
δ

O
O
δ

O
O
円

二
δ

O
O
δ
0
0

五
δ

0
0
、
0
0
0

四
1
0
0
0
、
口
0
0

五
δ

0
0
.、
U
O
O

六
δ

D
O
δ
O
O

ゼ
δ

O
O
δ
0
0

八
、
一
〇
〇
δ

O
ロ

九
、
0
8

、
8

0

　
0
δ

O
O
、
9

0

一聾

、
三

一ハ円

E
五
一
、
一
三
六

八
(
一
、
三
六

一
、
「西

一
、
互
六

一
、
六
三

、
一
三
六

」一
δ

ヨ

、
;
「六

二
、
五
三

、
三
六

「「£

(
一
、
三

六
.

郭「
突

一
」

耳
穴

モ

カ
へ
一
、
一
三
六

一一昌

%

「翼二曲
　=
〇
一一冥一一西

一[

　一
旦ゼ
三
望
三
八七
三
九
八

一一八
内
、
四
置
O
円

五
会

、
四
苦

く
八
人
、
四
五
〇

一
」
(六
、四
苦

「
(四
会

、四
吾

一
、
ゼ
八
六
、
四
耳
ロ

ニ
.
0
八
六
、
四
五
〇

昌
、
胃天
六
、
四
E
ロ

「「
、六
(
六
、
四
五
〇

一一
£
〈
六
、
四
五
D

天
六
%

「一空二輩二毛
一一九
面

一[九
八

一冗
八

一一九
八

二
九
八

一「究

極
め
て
大
艦

の
達
観
的
観
察
を
下
す
ε
、
三
百
萬
圓
の
所
得
金
額

に
謝
し
て
は
双
方
共
二
十
九
%

の
視
率
を
課

、

し
て
み
る
が
、
其
以
上
の
金
額
で
は
改
正
法
案

の
方
が
高
率
で
あ
っ
て
、
其
以
下
の
所
得
に
謝
し
て
は
改
正
法
案

は
溢

に
低
率
で
め
る
。
即
ち
改
正
法
案
で
ば

大
自
画
の
所
得
額
に
謝
し

一
%
を
課
七
其
後
追
々
累
進
し
遂

に
千
萬

圓

に
至

っ
て
は
四
十
%
に
及
ん
で
み
る
。

こ
れ
現
行
法
が
⊥
八
百
圓

の
所
で
は
二
%
千
萬
圓
で
三
十
%
セ
課
せ
る
に

比
す
る
ε
、
超
然
に
於
て

一
%
低
く
終
黙
に
て
十
%
高
ざ
な

っ
て
み
る
の
だ
。

・
改
正
法
案
は
第

一
、
現
行
法
よ
り
も
下

に
軽
く
上
に
重
い
税
率
を
課
し
、
第
二
、
税
率
相
互
の
間
の
關
係

に
相

當

の
考
慮
を
梯

ひ
、
第
三
、
千
圓
以
下
の
小
所
得
者

に
謝
す
る
課
税
の
場
合
の
面
倒
な

る
控
除
査
定
法
を
避
け
て

み
る
。
此
三
熱
は
公
}十
な
る
立
場
よ
り
看
逃
し
難
き
長
所
で
め
ら
う
。

要
か

を
.獣

歯
跡
普

げ
謙
咀
か
を
程
働
ゲ
浴
ゼ
か
耐
脚
削
回
ゲ
、
(
こ
贈
進
σ
醍
射
風
硬
ポ
鍵
留
げ
凝
鮒
げ
腰

替

(
二
尉

溜
げ
爵
犬
騨
だ
ポ
企
業
庁
を
菱
徴
ぜ
じ
ポ
ざ
ポ
黙
、
(三
爵

擢
ビ
理
解
じ
身
C
型
剃
ボ
馴
等
現
狩
法

も

ヘ

ヤ

ヤ

　

も

も

や

を

あ

も

ぬ

り

ヘ

ヘ

へ

よ
り

「
歩

を
進

め
陀
る
は
疑

を
容

れ
な

い
。

ラ一昌

・

(



甲 「

嗣

所
得

の
質

の
問
題
ξ
し
て
は
.
政
府
改
正
案

は
動
勢
所
得
輕
課
の
程
度
を
大
に
し
、
課
税
最
低
限
を
碍
め
・
而

も
從
來

の
立
法
に
見
ざ
る
所
の
個
人
脛
濟

の
特
殊
事
情
を
参
酌
し
て
み
る
。

ご

む

む

む

む

ひ

む

.

動
勢
所
得
輕
課
は
、
已
に
明
治
冊
九
年

の
税
法
審
査
委
員
會
及
び
引
続
き
四
十
年

の
税
法
整
理
案
審
査
會
で
確

鋤

立
し
た
の
で
あ
る
が
、
法
律
ざ
し
て
施
行
せ
ら

る
、
に
至

っ
た
の
は
大
正
二
年

の
師
傅
視
法
政
正
が
始
め
て
で
あ

る
。
即
ち
第
三
種
所
得
中
俸
給
給
料
手
當
歳
費
に
就
て
は
牧
人
豫
算
年
額
よ
り
其
十
分
の

一
を
控
除
し
其
残
額
を

以
て
.所
得
ε
し
て
み
み
。
七
年
の
敢
」止
法
即
ち
現
行
法
も
之
を
真
鰈
襲
用
し
た
が
、
今
度

の
改
正
法
案

で
は
各
場

合
に
慮
じ
可
な
り
複
雑
な
る
規
定
を
設
け
て
み
る
。
即
ち
現
行
法
も

㎜
萬

二
千
圓
以
上
の
所
得
は
全
額

に
課
し
、
一

萬
二
千
圓
以
下
六
千
圓
迄
は
従
前
逼

り

一
割
六
千
圓
以
下
に
は
二
割
を
差
引
き
残
額

に
課
し
た
の
で
あ
る
。
然
し

も

も

あ

へ

も

へ

う

し

マ

も

り

へ

も

ね

も

ヘ

ヘ

ヘ

ロ

モ

へ

も

や

ヤ

ヘ

マ

リ

も

マ

ヒ

ロ

も

も

ヨ

も

へ

も

カ

ヤ

つ

へ

も

理
論
よ
り
せ
ぱ
、
複
利
の
計
算
に
依
る
も
生
命
保
険
の
考

に
基

く
も
少
く
も
三
四
割
は
控
除
せ
ね
ば
な
ら
澱
筈
で

も

ミ

も

あ

も

あ

り

ミ

で

カ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヤ

も

も

も

カ

リ

コ

も

へ

あ

へ

あ

ゆ

モ

モ

ち

セ

あ

マ

　

や

あ

ヘ

モ

　

あ
胤
。
只
各
種
の
場
合
を
考

へ
且

つ
小
所
得
の
控
除
額
を

一
割
増
し
た
の
は
、
確
に
改
善

の
跡
を
示
し
て
み
る
。

ロ

ロ

リ

　

む

む

り

　

　

セ

ヤ

ヘ

セ

へ

も

で

も

ヘ

へ

も

ヘ

ヤ

へ

つ

コ

も

ち

へ

次
に
扶
養
家
族

の
特
殊
事
情

に
考
慮
を
揚

つ
π
票
で
あ
る
。
比
熱
は
我
視
法
に
於
て
は
全
く
の
新
記
録
で
あ

る

巴
云

っ
て
も
よ
い
。
即
ち
三
千
圓
以
下
の
所
得
者

に
し
て
同
居
蒙
旅
中
老
者
幼
者
叉
は
不
具
者
を
有
す

る
場
合
に

は
其
所
得
金
額
中

よ
り

一
定
額
を
控
除
し
残
額

に
課
す
る
事
こ
し
て
み
る
。
而
し
て
老
幼
不
具
者

「
入
に
就
き
,

三
千
圓
以
下
の
所
得
者
に
は
五
十
圓
、
二
千
圓
以
下
の
者

に
は
七
十
圓
、
千
圓
以
下
の
所
得
者

に
封
し
て
は
百
圓

ノ

を
差
引

く
の
で
め

る
。
扶
養

家
族

に
關
す

る
控
除

規
定

は
戦
前

己

に
各
国
税
法
中

に
散

見

し
た
所

で
あ

る
が
.、
特

に
戦
後

に
及

び
詳

細
な

る
立
怯
を
見

る
に
至

っ
た

。
英

、
佛

、

普
、
懊

の
諸

国

の
新
税

法

の
如
き
、
其

人
口
歌

策

を

加
味

し
た
精

密
な

る
立

法

の
範

を

垂
れ

て
み

る
。

論

説

所
得
税
均
等
召
孟
傭
の
理
想
ミ
賢
現
(二
、完
}
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む

　

こ

　

む

最
後
は
課
挽
最
低
限
で
あ
る
。
明
治
廿
年
の
挽
法
に
依

り
課
税
最
低
限
を
三
百
圓
ご
定
め
て
以
来
、
.冊
二
年
の

視
法
も
冊
七

八
年

の
非
常
特
別
椀
法
も
比
熱
に
は
何
等
手
を
鯛
れ
な
か

っ
た
。
漸

く
大
正
二
年

に
至
り
四
百
圓
に

高
め
、
七
年

に
は
五
百
圓

ε
し
其
儘
今
日
に
及
ん
で
み
る
。
「
改
正
案
は
最
低
限
を
百
圓
引
上
げ
た

る
に
止
ま
る
。

物
償
暴
騰
の
場
、合
か
か
る
僅
少
な
る
引
上
は
寧
ろ
引
下
に
等
し
」
ど
云
ふ
の
が
攻
撃
の
中
心
で
め
る
。
然
し
注
意
.

す

べ
き
は
現
行
法
で
は
荷
も
五
百
圓

の
所
得
を
有
す

る
時
は
動
勢
所
得
た
る
ご
否

頬
を
問
は
季
凡
て
納
税
の
義
務

.

あ
る
に
反
し
改
正
法
案
で
は
第

}
に
動
勢
所
得
の
控
除
第

二
に
扶
養
家
族
の
控
除
を
な
し
其
残
額
が
六
百
圃
以
上

の
場
合
に
始
め
て
課
税
す

る
事
ざ
な

っ
て
み
る
黙
で
あ
る
。
即
ち
現
行
法
で
は
動
勢
所
得
輕
課

の
如
き
も
何
等
最

低
課
税
額
の
問
題
に
響
か
な

い
の
が
改
正
法
案
で
は
動
勢
所
得
な
り
や
否
や
駄
養
家
族
の
撒
如
何
の
先
決
問
題
が

定
ま
り
て
後
始
め
て
課
椀
最
低
限
が
決
す

る
の
で
め
る
。
今
扶
養
家
族
二
人
有
る
動
勢
所
得
者
を
假
寇
す
る
。
此

場
合
現
行
法
で
は
五
百
圓
以
上
の
所
得
者
は
凡
て
課
税
せ
ら

る
、
然
る
に
改
正
法
案
で
は
千
圓
以
上
の
所
得
が
無
.

も

あ

へ

も

あ

や

モ

マ

へ

も

ヘ

ヤ

ヘ

ヤ

マ

リ

も

ち

ヘ

ヵ

ヤ

へ

も

け
れ
ば
納
税

の
義
務
を
免
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
二
人
ε
云
ふ
扶
養
家
族
は
我
国
家
庭

の
常
態
で
あ
り
且

つ
課

欝

欝

炉
塞

敷
肘
姦

孕

み

鋳

勢
腓
骨
耐
寒

習

・
整

姿

蒼

鐸

奥

書

書

配
謬

ヤ

へ

あ

へ

あ

や

カ

ヘ

や

し

　

つ

も

も

ヤ

へ

あ

も

や

も

も

サ

も

る

し

現
行
法
の
下
に
於
て
千
圓

に
引
土
げ
た
の
こ
大
差
無

い
の
で
あ
る
。

あ

ヵ

や

も

あ

マ

も

り

ヘ

ヤ

へ

リ

ヤ
　
ユ

あ

や

ヤ

　

ミ

う

ヵ

ミ

セ

も

も

も

ヘ

ヘ

へ

要
す
る
に
、
所
得
の
質

に
關
し
改
正
案
の
主
張
す
る
所

は
比
較
的
穏
當
で
あ
る
。

第
⊥
ハ

結

論

余
は
先
づ
所
得
税
の
均
等
負
推
の
原
則
の
本
質
を
究
め
(
次
に
此
原
則
が
現
代
の
我
國
に
如
何
に
適
切
な
り
や
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を
明
に
し
、
最
後

に
此
見
地
よ
り
し
て
今
次
の
所
得
税
改
正
法
案
の
批
評
を
試
み
な
の
で
あ
る
。

窟

に
所
得
税
の
均
等
負
播
の
原
則
は
財
政
理
論
の
中
橿
で
あ

る
。
而
も
現
代
我
国
の
所
得
の
分
配
状
態
は
此
理

想
の
寳
現
を
切
に
要
求
し
て
み
る
。
此
意
味
に
於
て
今
次
の
所
得
税
改
正
法
案
は
財
政
學
の
中
心
問
題
に
鯛
れ
而

し
て
相
當
の
成
績
を
示
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
勿
論

一
団
財
政
な
る
者
は

【
の
組
織
艦
で
あ
る
か
ら
軍
に
所
得
税

中
の

一
部
の
み
に
手
を
閥
れ
た
所
で
其
結
果
は
案
外
微
力

の
も
の
な
る
に
止
ま
る
か
も
知
れ
な

い
。
熱
れ
ご
も
、

此
改
正
法
案
の
背
後
に
潜
ん
で
み
る
肚
會
政
策
的
精
神
が
租
税
制
度
全
部
に
及
び
、
財
政
全
般
に
振
が
れ
ば
其
力

や
實

に
大
な
り
ぜ
云
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。・

.

爾
改
正
法
案
に
閲
し
統
計
學
上
注
意
す

べ
き
は
、
個
人
所
得

に
於
て
從
來
課
枕
し
た
る
所
得
の
外
法
人
よ
り
受

く
る
配
當
井
賞
與
金
を
綜
合
課
税
す

る
事
こ
し
だ
黙
で
め
る
。
此
橦

の
源
泉
課
税
を
断
然
腹
止

し
た
る
事
は
其
自

鵬
普
遍
の
原
則
の
徹
底

ε
し
て
意
義
あ
る
ご
共
に
、
其
副
産
物
ε
し
て
富
の
男
配
を
明
瞭
な
ら

し
む
る
ε
云
ふ
重

大
な
る
結
果
を
齎
す
の
で
あ
る
。
蓋
し
大
前
提
た
る
抽
象
的
租
税
理
論
が
如
何
に
完
美
す
る
も
、
其
小
前
提
π
る

べ
き
我
国
現
時
の
所
得
の
分
配
撚
態
が
曖
昧
で
あ

っ
て
は
、
決
し
て
堅
實
な
る
租
税
政
策
は
成
立
し
な

い
の
で
あ

る
。
恐
ら
く
其
結
果

勺
霞
卑
o
線
の
δ
は

一
層
小
さ
き
数
字
を
示
し
、
肚
會
金
字
塔

の
尖
端
が
如
何
に
鋭
く
天
を
摩

せ
る
か
は
統
計
的

に
實
謹
し
得
ら
れ

る
で
あ
ら
う
。

所
得
税

の
均
等
負
推
の
理
想
の
實
現
は
現
代
我
国

に
於
け
る
最
大
急
務
の

一
だ
る
は
余
の
信
じ
て
疑
は
ざ
る
所

で
あ
る
。
此
意
味
に
於
て
現
行
所
得
税
注
よ
り
も

一
層
合
理
的
な
る
所
得
税
改
正
法
案
に
射
し
て
は
余
は
讃
僻
を

呈
す
に
吝
な
ら
ざ
る
者
で
あ
る
。
(九
.
「
.二
垂
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説
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